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第１庁舎　北棟３９階人事委員会室
　　　　　　　　　　　　　　


根津さんを指導力不足教員に仕立てようとした都教委・多摩市教委の攻撃に対する東京都人事委員会の審理が始まります。私たちはこの攻撃を根津さんに対する石川中時代の攻撃と同じものととらえ、支援を続けます。皆様のご理解とご支援をよろしくお願いいたします。　　　　　　　　石川中裁判を支える会事務局
八王子石川中時代に｢考えよう｣と生徒に呼びかけたことで処分され訴訟を起こしている根津公子さんに対する都教委の攻撃は、「不当処分・見せしめ異動」などという形になって現在も続いています（2003/4現在、通勤往復４時間の調布中への異動という不当人事）。石川中から異動後の多摩中での謀略的｢指導力不足｣教員攻撃は、皆様の絶大なるご支援を受けて、とりあえず「現場はずし」を避けることはできました。しかし、都教委は、自らの面子のためか、あるいは逆らうとこうなるゾという見せしめのためか、根津さんを減給処分にしました。これら多摩中時代の攻撃に対しても根津さんは屈することなく、東京都人事委員会に不服申し立て・審査請求をしてありします。これは、一種の裁判といえばわかりやすいでしょう。東京都人事委員会は、議会及び知事から独立した人事行政の専門機関で、都職員の勤務条件の改善の要求や不利益処分に対する不服申し立てなどを公正中立の立場で審理し、労働基準監督機関としての役割を果たすべきものです。公開口頭審理は裁判の傍聴と同じく傍聴ができます。根津さんに対する攻撃は、石川中裁判で争われている攻撃と同じものです。石川中裁判へのご支援と同様に、東京都人事委員会審理への皆様の傍聴支援をよろしくお願いいたします。

◆◇◇◇傍聴お願いします！　　　　　　　　　　　　根津　公子◇◇◇◆

　多摩中での１年にわたる攻撃から１年余りが過ぎました。昨年のちょうど今頃人事委員会に不服申立・審査請求をしました。書面審査が終わり、いよいよ６月２７日は第１回公開口頭審理です。

攻撃の渦中に立たされる中で私は、かつて学校からパージされ追われた人たち、「非国民」にさせられていった人たちにわが身が重なり、攻撃の目的や質を全身で感じてきました。私の後にも東京で、全国で同じように｢指導力不足教員｣攻撃が進行しています。東京の教育はこの２年間を見ても、本当にひどくなっています。詳細な年間指導計画や評価基準・規準の提出が強要され、それによって教育内容への規制が、自己規制も含め、ますますひどくなっています。教員管理が進み、また、少しも子どものためにはならない意味のない仕事が忙しさを倍加させています。一番の被害者は子どもたちです。石川中、多摩中、調布中と短期間に回った私の実感です。

この口頭審理では、協議会への出席を強要した職務命令の是非を問う一方で、それと並行して、私が受けた攻撃の質を明らかにしていきます｡そうすることによって、「戦争のできる国」つくり、教育基本法の改悪に突き進む教育行政が「指導力不足（等）教員」「不適格教員」制度を濫用し、権力にとって邪魔な教員を排除しようとしていることも突いていきたいと思います。

１回目は私、請求人の冒頭陳述と前島校長に対する尋問です。皆さんお忙しいのは十分わかりながら、でも、あつかましくもお願いです。都庁に傍聴にいらしてください。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

「９０分を超える」異動に泣き寝入りはしません！

調布中への異動を私は第５次処分と受け止めています。多摩中は学級減となり、教員が「過員」ということで授業時間数の少ない教科にある私は異動に応じたのです。それなのに、異動した先で、私はまた｢過員｣対象。｢過員｣解消のための異動なのに都教委はその目的を達成していない。「過員」対象のまま異動させるのなら、私を自宅近くの学校に回してもよかったはずです。それなのに、私に「異動要綱」を逸脱した「９０分を超える」通勤を強いたのですから、異動要綱を逸脱し、濫用した報復、見せしめ異動以外のなんと呼んだらいいのでしょう（前号で報告したとおり）。都教委にいいわけはできないはずです。

現在都教委は｢異動要綱｣の改悪を検討しています。「校長が必要とする教員については同一校勤務『８年』『１０年』を変え、１年長く置くことができる」という、露骨な内容を盛り込む方向だと言います。通勤時間の上限を撤廃することも早晩言ってくるだろう状況です。もうこれ以上、異動を支配の道具にさせはしません。

都教委にとって邪魔な教員には長時間通勤を強い、くたくたに疲れさせて辞めることを都教委は待っているのでしょうが、そうはさせません。調布中への異動を撤回させ、「９０分を超える」前例をつくらせない。そういう思いから５月２６日、都人事委員会に不服申し立て、口頭審理請求をしました。こちらは東京教組の取り組み課題になりますので、代理人は東京教組の吉峯総合法律事務所の弁護士さんたちに受けていただきました。

(根津　公子)
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